
材料と方法
庄内川の河口から14.4�kmに位置する枇杷島床止めか

ら下流約600�mまでの区間において，2020年 9 月 7 日～
10月20日に竹筒仕掛けを用いて採捕した37個体を用い
た．採捕した個体は 1 個体ずつアクリル製の観察ケース
に入れて標準体長（SL）を測定し，写真撮影したうえで，
中坊（2013）に従い同定した．同定を終えた個体はすべ
て採捕した付近に再放流した．また，2016年に同区間に
おいて，同方法で採捕し，70％エタノールで液浸保存し
て い た 2 個 体（2016年 5 月 2 日 採 捕，SL：10.1�cm；
2016年 7 月30日採捕，SL：13.1�cm）についても併せて
同定を行った．採捕は愛知県の特別採捕許可を得て行っ
た．

結果
37個体の標準体長は5.9-�14.2�cmであった．鰓蓋部の上

下の孔器列は鰓蓋外縁で接していないこと，眼下域に鱗
があること，頬の横列孔器列は縦列孔器列を横断しない
ことから，全てカワアナゴと同定した（図 1 ，2 ）．また，
エタノールで液浸保存していた 2 個体についても同様に
カワアナゴと同定した．

考察
本研究に供した庄内川産のカワアナゴ属魚類はすべて
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はじめに
カワアナゴ属�Eleotris は世界の熱帯・亜熱帯域を中

心に分布するスズキ目カワアナゴ科の淡水魚であり（中
坊，2013；Nelson�et�al.,�2016），本州ではチチブモドキ�
Eleotris acanthopoma，テンジクカワアナゴ�E. fusca，
オカメハゼ�E. melanosoma，カワアナゴ�E. oxycephala
の 4 種の分布が確認されている（静岡県，2019）．この
うちカワアナゴは日本列島の太平洋側では茨木県～宮崎
県・種子島，屋久島の河川に生息分布し（中坊，2013），
伊勢湾流入河川では木曽三川（向井，2019），鈴鹿川（荒
尾，2009），安濃川（中西ほか，2008），天白川水系，庄
内川水系，山崎川（名古屋市，2015）で生息が確認され
ている．一方で，チチブモドキは伊勢湾口部近隣の熊野
灘流入河川（山下ほか，1997；荒尾，2009），遠州灘流
入河川（荒尾ほか，2007；静岡県，2019），テンジクカ
ワアナゴとオカメハゼは遠州灘流入河川で確認されてい
るが（荒尾ほか，2008；静岡県，2019），伊勢湾流入河
川での確認例はない．伊勢湾奥部に流入する庄内川にも
カワアナゴ以外のカワアナゴ属が生息している可能性が
あるが，カワアナゴ属の外部形態は酷似するため，間野
ほか（2021）では庄内川で採捕した個体を詳しく同定で
きなかった．しかし，カワアナゴ属 4 種は頭部孔器の特
徴に基づき同定できることから（明仁，1967；中坊，
2013），あらためて庄内川でカワアナゴ属を採捕し，同
定したので報告する．
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ワアナゴ属の他種であるチチブモドキ，テンジクカワア
ナゴ，オカメハゼは，南西諸島から遠州灘や相模湾の流
入河川で確認されていることから（荒尾ほか，2008：山
川・瀬能，2015），伊勢湾においても分布する可能性は
ある．これらの種が伊勢湾や三河湾の流入河川で生息が
確認されないのは，湾口部が狭く，黒潮による影響を受
けにくいために南方から分散してきた仔魚が進入しにく
いためと考えられる．一方で，カワアナゴは湾奥部の流
入河川に分布することから，伊勢湾・三河湾内で生活史
が完結している可能性がある．伊勢湾周辺地域では，名
古屋市で絶滅危惧II類（VU），愛知県で準絶滅危惧（NT），
岐阜県と岐阜市で情報不足（DD），三重県で絶滅危惧II
類（VU）に選定されている（岐阜県，岐阜県の絶滅の
おそれのある野生生物（動物編）改訂版―岐阜県レッド
データブック（動物編）改訂版―，https://www.pref.
gifu.lg.jp/page/4261.html，2021年 8 月20日確認；岐阜市，
2015；三重県，2015；愛知県，2020；名古屋市，2020）．
カワアナゴの生態については不明な点も多いが，本調査
を含め，庄内川では幼魚から成魚と考えられる広範な体
長の個体が確認されていることから（間野ほか，2021），
本種が伊勢湾奥部で産卵，再生産している可能性があり，

その生息環境を保全する必要がある．
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